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utils auditd
このコマンドは、システム監査サービスを開始および停止します。また、システム監査サービス

のステータスを表示します。

utils auditd {enable| disable| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

監査ログの収集をイネーブルにします。イネーブルにすると、システムは

ユーザのアクションを監視および記録します。また、ユーザの作成や削除な

どのLinuxイベントや、ファイルの編集および削除も監視および記録します。

enable

監査ログの収集をディセーブルにします。disable

監査ログの収集のステータスを表示します。監査ログの取得には Real-Time
Monitoring Toolの使用をお勧めします。ただし、CLIを使用して監査ログを
取得することもできます。

status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

サービスがイネーブルになっていると、システムアクティビティをモニタし、ログに記録しま

す。システム監査サービスは、多くの情報をログに記録することに注意してください。ディスク

が一杯にならないように注意してください
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils core*

utils core analyze
このコマンドは、コアファイルのバックトレース、スレッドリスト、すべての CPUレジスタの
現在の値を生成します。

utils core {active| inactive} analyze [ core_filename ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

アクティブなバージョンを指定

します。

active

非アクティブなバージョンを指

定します。

inactive

スタックトレースが生成される

コアファイルの名前を指定しま

す。

core_filename

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドにより、コアファイルと同じ名前で、拡張子が .txtのファイルが、コアファイルと
同じディレクトリに作成されます。 cimserverによって作成されたコアファイルでこのコマンドを
実行すると、予期しないメッセージが表示されます。このメッセージは既知の制限です。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能
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適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils core list
このコマンドは、すべてのアクティブまたは非アクティブなコアファイルを表示します。

utils core {active| inactive} list

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils create report
このコマンドは、サーバに関するレポートを platform/logディレクトリ内に作成します。

utils create report {csa| hardware| platform| security}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

Cisco Security Agent（CSA）診断で必要なすべてのファイルが収集され、単
一の CSA診断ファイルが作成されます。このファイルは、file getコマンド
を使用して取得できます。

csa

ディスクアレイ、リモートコンソール、診断、および環境のデータを含む

システムレポートを作成します。

hardware

プラットフォームコンフィギュレーションファイルが TARファイルに収集
されます。

platform

診断レポートを収集し、TARファイルを作成します。TARファイルは、ト
ラブルシューティングを行う場合にダウンロードできます。このファイル

は、file getコマンドを使用して取得できます。

security

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

コマンドを入力すると、続行を求めるプロンプトが表示されます。
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レポートを作成した後、file get activelog platform/log/filenameコマンドを使用してレポートを取得
します。 filenameにはレポートのファイル名を指定します。コマンドが完了するとファイル名が
表示されます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils cuc*

utils cuc cluster activate
このコマンドは、このサーバを Cisco Unity Connectionクラスタ内でアクティブにします。

utils cuc cluster activate

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Cisco Unity Connection

utils cuc cluster deactivate
このコマンドは、このサーバを Cisco Unity Connectionクラスタ内で非アクティブにします。

utils cuc cluster deactivate

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能
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適用対象：Cisco Unity Connection

utils cuc cluster makeprimary
このコマンドを実行すると、指定されたサーバは Cisco Unity Connectionクラスタ内でプライマリ
サーバステータスを取得するようになります。

utils cuc cluster makeprimary

___________________
構文の説明 説明パラメータ

Cisco Unity Connectionクラスタ内でプライマリサーバステータスを
取得するサーバの名前を指定します。

server

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Cisco Unity Connection

utils cuc cluster overwritedb
このコマンドは、サーバ上のデータを Cisco Unity Connectionクラスタ内の他のサーバにあるデー
タで上書きします。

utils cuc cluster overwritedb

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、このコマンドを実行するサーバ上のデータベースを、Connectionクラスタ内の
他のサーバにあるデータベースで上書きします。データベースが上書きされると、複製が再起動

されます。この方法は、バックアップからあるサーバを復元し、その復元したデータを他のサー

バにコピーする必要があるときに使用されます。
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Cisco Unity Connection

utils cuc cluster renegotiate
このコマンドは、Connectionクラスタ内のパブリッシャサーバを交換した後またはパブリッシャ
サーバにConnectionを再インストールした後、パブリッシャサーバとの間にクラスタ関係を構築
します。このコマンドにより、パブリッシャサーバ上のすべてのデータがサブスクライバサー

バのデータで上書きされ、サーバ間の複製が初期化されます。

utils cuc cluster renegotiate

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、Connectionクラスタ内のサブスクライバサーバで実行して、交換したパブリッ
シャサーバまたはConnectionを再インストールしたパブリッシャサーバとの間に信頼関係を設定
します。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Cisco Unity Connection

utils cuc create report
このコマンドは、テクニカルサポートのスタッフがシステムをトラブルシューティングするのに

役立つデータを収集します。収集されるデータには、バージョン情報、クラスタステータス、

サービス情報、データベース情報、トレースファイル、ログファイル、ディスク情報、メモリ情

報、および再起動情報が含まれます。

utils cuc create report

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

コマンドが完了すると、詳細情報が .zipファイルに保存され、その .zipファイルの場所が表示さ
れます。 file getコマンドを使用して、ファイルを圧縮解除して内容を表示できるコンピュータに
移動します。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Cisco Unity Connectionのみ

例

admin: utils cuc create report
Getting unity connection version. Please wait...Done
Getting cluster status. Please wait...Done
Getting service information. Please wait...Done
Getting installed locales. Please wait...Done
Getting database schema version. Please wait...Done
Getting database integrity. Please wait...Done
Getting database diagnostic log. Please wait...Done
Getting database message log. Please wait...Done
Getting trace files. Please wait...Done
Getting log files. Please wait...Done
Getting platform status. Please wait...Done
Compressing 75 files. Please wait...Done
Output is in file: cuc/cli/systeminfo_080318-140843.zip
To free disk space, delete the file after copying it to another computer

utils cuc networking clear_replication
このコマンドは、サーバ上のすべての Digital Networking複製アクティビティを停止します。

utils cuc networking clear_replication

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、Connection Digital Networking Replication Agentを停止し、drop、queue、pickup
replicationの各フォルダを削除し、このサーバとの間で進行中のディレクトリプッシュまたはプ
ルのステータスをクリアしてから、Connection Digital Networking Replication Agentを再起動しま
す。複製フォルダのサイズによって、この操作には数分かかることがあります。

要件

コマンド特権レベル：1
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アップグレード時の使用：不可

適用対象：Cisco Unity Connection

utils cuc networking dscp
このコマンドでは、クラスタ内のConnectionサーバ間で送信されるパケットのDSCP値を 18に設
定する処理を開始または停止できます。このため、DSCP値に基づいてパケットの優先順位を決
定するルータでは、Connectionデータおよびボイスメッセージを優先させることができます。

utils cuc networking dscp {on| off}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

ネットワークで送信されるパケットのDSCP値を18に設定する処理を開始
します。

on

ネットワークで送信されるパケットのDSCP値を18に設定する処理を停止
します。 18はデフォルト値です。

off

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、クラスタ内の Connectionサーバ間で渡されるパケットで DSCP値を使用できる
ようにします。実際にDSCP値を使用するには、ルータを設定する必要があります。このコマン
ドでは、発信パケットに DSCP値を含めるかどうかは制御できますが、DSCP値自体は変更でき
ません。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Cisco Unity Connectionのみ

utils cuc reset password
このコマンドは、指定されたユーザアカウントのパスワードをリセットします。サインインを

試行して失敗した回数が多すぎるために Connectionがアカウントをロックした場合は、このコマ
ンドもアカウントのロックを解除します。
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utils cuc reset password

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Cisco Unity Connectionのみ

例

admin: utils cuc reset password jdoe
Enter password:
Re-enter password:
jdoe
07/29/2008 12:41:14.704 : Update SUCCESSED

utils dbreplication*

utils dbreplication clusterreset
このコマンドを使用すると、クラスタ全体で複製がリセットされます。

utils dbreplication clusterreset

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドを実行する前に、utils dbreplication stopコマンドをすべてのサブスクライバサー
バで実行し、その後、パブリッシャサーバでも実行します。

（注）

このコマンドを使用すると、データベースの複製をデバッグできます。ただし、これは utils
dbreplication reset allを試し、クラスタで複製を再起動できなかった場合にのみ使用してくださ
い。このコマンドでは、クラスタ全体の複製が破棄され、再構築されます。このコマンドを使用

した後は、各サブスクライバサーバを再起動する必要があります。すべてのサブスクライバサー

バが再起動されたら、パブリッシャサーバで CLIコマンド utils dbreplication reset allを実行しま
す。
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要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication dropadmindb
このコマンドは、クラスタ内のすべてのサーバにある Informixの syscdrデータベースをドロップ
します。

utils dbreplication dropadmindb

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、データベース複製のリセットまたはクラスタのリセットが失敗し、複製を再起

動できない場合にのみ使用します。

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication forcedatasyncsub
このコマンドを実行すると、サブスクライバサーバのデータがパブリッシャサーバ上のデータか

ら復元されます。

nodename [offloadpub] [ timeoutvalue ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

特定のサブスクライバサーバのデータをパブリッシャサーバ上のデータか

ら復元するように指定します。すべてのサブスクライバサーバでデータを

復元するには、allを入力します。

nodename
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説明パラメータ

forcedatasyncsubプロセス中のパブリッシャサーバの使用量を最小限に抑え
ます。

このオプションを追加すると、forcedatasyncsubが完了するまでの
時間が増加します。

（注）

offloadpub

各ノードに対してリカバリタイムアウトの値を分単位で指定します（デ

フォルトのタイムアウトより大きくする必要があります）。

デフォルトは 40分です。

timeoutvalue

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、utils dbreplication repairコマンドを数回実行してから utils dbreplication statusコ
マンドを実行しても、非動的テーブルが同期しない場合にだけ使用します。

動的テーブルが同期しないだけの場合には使用しないでください。動的テーブルは、通常のシ

ステム動作中でも同期しないことがあります。

（注）

このコマンドは、パブリッシャサーバからのみ実行できます。クラスタ内のすべてのサブスクラ

イバサーバを同期させるには、allを入力します。 1つのサブスクライバサーバだけが同期しな
い場合は、nodenameパラメータを使用します。

このコマンドでは、サブスクライバサーバ上にある既存のデータはすべて消去され、パブリッ

シャサーバ上のデータに置き換えられます。そのため、サブスクライバサーバのテーブルが

同期しなくなった原因を調べることはできなくなります。

（注）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection
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utils dbreplication quickaudit
このコマンドは、動的テーブル上の選択された内容に対して、短時間のデータベースチェックを

実行します。

utils dbreplication quickaudit {nodename| all}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

短時間の監査を実行するノードを指定します。nodename

すべてのノードで監査が実行されます。all

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication repair
データベースレプリケーションを修復します。

utils dbreplication repair {nodename| all}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

データ修復を行う特定のサブスクライバサーバを指定します。nodename

すべてのサブスクライバサーバでデータ修復が行われます。all

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

サーバが接続されていることが utils dbreplication statusコマンドによって示されているにもかか
わらず、1つまたは複数のテーブルのデータが同期しない場合に、utils dbreplication repairコマ
ンドはサブスクライバサーバ上のデータがパブリッシャサーバ上のデータと同期するように修復

します。

クラスタ内のすべてのノードを修復するには、allパラメータを指定します。1つのサブスクライ
バサーバだけが同期していない場合は、nodenameパラメータを指定します。

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication repairreplicate
このコマンドは、クラスタノード間で一致していないデータを修復し、パブリッシャデータと一

致するようにノードデータを変更します。

utils dbreplication repairreplicate replicatename [nodename| all]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

修復する複製を指定します。replicatename

複製を修復するノードを指定します。nodename

すべてのノードで複製を修復することを指定します。all

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

パラメータnodenameは、パブリッシャを指定するとは限りません。サブスクライバのノード名も
指定できます。
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このコマンドは、パブリッシャ上で実行できます。（注）

このコマンドは、複製の設定は修復しません。（注）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication repairtable
このコマンドは、クラスタノード間で一致していないデータを修復し、パブリッシャデータと一

致するようにノードを変更します。

utils dbreplication repairtable tablename [nodename| all]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

修復するテーブルを指定します。tablename

複製を修復するノードを指定します。nodename

すべてのノードで複製を修復することを指定します。all

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、複製の設定は修復しません。（注）

要件

コマンド特権レベル：0
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アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication reset
データベースレプリケーションをリセットして再起動します。システムで複製が適切に設定され

ていないときは、このコマンドを使用して複製を再構築できます。

utils dbreplication reset {nodename| all}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

特定のサブスクライバサーバの

複製が再構築されるように指定

します。

nodename

クラスタ内のすべてのサブスク

ライバサーバの複製が再構築さ

れるように指定します。

all

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、サーバで RTMT状態 4が示されたときに使用する最適なオプションです。 1つ
のサーバだけが RTMT状態 4を示している場合は、hostnameパラメータを指定することにより、
そのサーバをリセットできます。クラスタ全体をリセットするには、allパラメータを使用しま
す。

このコマンドを実行する前に、リセットするすべてのサブスクライバサーバでutilsdbreplication
stopコマンドを実行し、その後、パブリッシャサーバでも実行します。

ヒント

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection
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utils dbreplication runtimestate
このコマンドは、データベース複製プロセスの進捗を監視し、クラスタ内の複製状態を出力しま

す。

utils dbreplication runtimestate nodename

___________________
構文の説明 説明パラメータ

モニタするノードを指定します。nodename

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

ノード名を指定すると、選択されたノードのコンテキストから複製状態が出力されます。

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication setrepltimeout
このコマンドは、大きなクラスタでデータベース複製のタイムアウトを設定します。

utils dbreplication setrepltimeout timeout

___________________
構文の説明 説明パラメータ

新しいデータベース複製のタイムアウト時間（秒）。この値は、300
から 3600までです。

デフォルト値：300（5分）

timeout

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

最初のサブスクライバサーバがパブリッシャサーバに複製を要求すると、このタイマーが設定さ

れます。タイマーの期限が切れると、最初のサブスクライバサーバ、およびその期間内に複製を

要求した他のすべてのサブスクライバサーバが、パブリッシャサーバとの間でバッチによるデー

タ複製を開始します。複数のサブスクライバサーバがある場合は、個別のサーバ複製よりもバッ

チ複製が効率的です。大きなクラスタでは、このコマンドを使用してデフォルトのタイムアウト

値よりも大きくすることで、バッチに含めるサブスクライバサーバの数を増やすことができま

す。

クラスタ全体のアップグレードが完了し、サブスクライバサーバの複製が適切に設定された

ら、この値をデフォルトの 300（5分）に戻すことをお勧めします。
ヒント

パブリッシャサーバをアップグレードし、アップグレード後のパーティションで再起動する

場合は、最初のサブスクライバサーバを新しいリリースに切り替える前に、このタイマー値

を設定する必要があります。最初のサブスクライバサーバが複製を要求すると、パブリッシャ

サーバはこの新しい値に基づいて複製タイマーを設定します。

（注）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication status
このコマンドは、データベース複製のステータスを表示し、クラスタ内のサーバが接続されてデー

タが同期しているかどうかを示します。

utils dbreplication status {all| node| replicate}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

すべてのサーバのステータスを表示するように指定します。all

ステータスを表示するノードを指定します。node

ステータスを表示する複製を指定します。replicate
___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、クラスタの最初のノード（パブリッシャサーバ）でのみ実行してください。（注）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils dbreplication stop
このコマンドは、データベース複製の自動設定を停止します。このコマンドは、サブスクライバ

およびパブリッシャサーバで、CLIコマンド utils dbreplication resetまたは utils dbreblication
clusterresetを実行する前に実行します。このコマンドは、パブリッシャサーバで実行する前に複
数のサブスクライバサーバで同時に実行できます。

utils dbreplication stop {nodename| all}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

データベース複製の自動設定を停止するノードの名前を指定しま

す。

nodename

すべてのノードでデータベース複製を停止します。all

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection
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utils diagnose
このコマンドを使用すると、システムの問題を診断し、自動修復を試行できます。

utils diagnose {fix| list| module| test| version} [module_name]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

すべての診断コマンドを実行し、問題の修復を試行します。fix

使用可能なすべての診断コマンドをリスト表示します。list

単独の診断コマンドまたはコマンドのグループを実行し、問題の修復を

試行します。

module

すべての診断コマンドを実行しますが、問題の修復は試行しません。test

診断フレームワークのバージョンを表示します。version

診断モジュールの名前を指定します。module_name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery*

utils disaster_recovery backup network
リモートサーバに格納されるバックアップファイルに関する情報を表示します。

utils disaster_recovery backup network [ featurelist ][ path ][ servername ][ username ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

バックアップする機能のリストを、カンマ区切りで指定します。[ featurelist ]
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説明パラメータ

リモートサーバ上のバックアップファイルの場所を表します。[ path ]

バックアップファイルを格納するサーバの IPアドレスまたはホス
ト名を表します。

[ servername ]

リモートサーバにログインするときに必要なユーザ名を表します。[ username ]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

リモートサーバ上のアカウントのパスワードを入力するように要求するプロンプトが表示されま

す。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery backup tape
テープに格納されるバックアップファイルに関する情報を表示します。

utils disaster_recovery backup tape [ featurelist ][ devicename ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

バックアップする機能のリストを、カンマ区切りで指定しま

す。

[ featurelist ]

バックアップするデバイスの名前（必須）を表します。[ devicename ]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

リモートサーバ上のアカウントのパスワードを入力するように要求するプロンプトが表示されま

す。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery cancel_backup
このコマンドは、進行中のバックアップジョブをキャンセルします。

utils disaster_recovery cancel_backup [ confirm ]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

コマンドの入力後、バックアップのキャンセルについて確認する必要があります。 Yを押すと
バックアップがキャンセルされ、それ以外のキーを押すとバックアップが続行します。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery cancel_backup yes
Cancelling backup...
Backup cancelled successfully.

utils disaster_recovery device add network
このコマンドは、バックアップネットワークデバイスを追加します。

utils disaster_recovery device add network devicename path server_namei/ip_address username
[ Number_of_backups ]
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

追加するバックアップデバイスの名前を指定します（必須）。devicename

バックアップデバイスを取得するパスを指定します（必須）。path

バックアップファイルが格納されているサーバのホスト名または IP
アドレスを指定します（必須）。

server_name/ip_address

リモートマシンに接続するために必要なユーザ IDを指定します（必
須）。

username

ネットワークディレクトリに格納するバックアップの数を指定しま

す（デフォルトは 2）。このパラメータはオプションです。
[ Number_of_backups ]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery device add network networkDevice /root 10.77.31.116 root 3

utils disaster_recovery device add tape
テープに格納されるバックアップファイルに関する情報を表示します。

utils disaster_recovery device add tape devicenametapeid

___________________
構文の説明 説明パラメータ

バックアップデバイスの名前を表します。devicename

使用可能なテープデバイスの IDを指定します。tapeid
___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、VM展開に対してディセーブルになっています。
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery device add tape tapeDevice /dev/nst0

utils disaster_recovery device delete
このコマンドは、指定されたデバイスを削除します。

utils disaster_recovery device delete device_name| *

___________________
構文の説明 説明パラメータ

削除するデバイスの名前です。device_name

スケジュールに関連付けられているデバイスを除き、既存のすべて

のデバイスを削除します。

*

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery device list
すべてのバックアップデバイスのデバイス名、デバイスタイプ、およびデバイスパスを表示し

ます。

utils disaster_recovery device list
___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

   Cisco Unified Communications Solutions コマンドラインインターフェイスガイドリリース 9.0(1)
24 OL-24916-01-J  

utils コマンド
utils disaster_recovery device delete



要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery estimate_tar_size

{| } [ ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

要件

コマンド特権レベル：

アップグレード時の使用：

タイトルの例

admin:

utils disaster_recovery history
このコマンドは、以前のバックアップと復元の履歴を表示します。

utils disaster_recovery history [ operation ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

バックアップまたは復元を指定します。operation
___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

Cisco Unified Communications Solutions コマンドラインインターフェイスガイドリリース 9.0(1)    
   OL-24916-01-J 25

utils コマンド
utils disaster_recovery estimate_tar_size



要件

コマンド特権レベル：

アップグレード時の使用：

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery history backup
Tar Filename: Backup Device: Completed On: Result: Backup Type: Features Backed Up:
2009-10-30-14-53-32.tar TAPE Fri Oct 30 14:55:31 CDT 2009 ERROR MANUAL
2009-12-10-10-30-17.tar TAPE Thu Dec 10 10:35:22 CST 2009 SUCCESS MANUAL CDR_CAR,CCM

utils disaster_recovery maverick

{| } [ ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

要件

コマンド特権レベル：

アップグレード時の使用：

タイトルの例

admin:

utils disaster_recovery restore network
このコマンドは、ファイルをリモートサーバにバックアップします。

utils disaster_recovery restore network restore_server tarfilename devicename
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

復元するリモートサーバのホスト名を指定します。restore_server

復元するファイルの名前を指定します。tarfilename

ファイルを復元するデバイスの名前を指定します。devicename

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery restore tape
テープに格納されているバックアップファイルに関する情報を表示します。

utils disaster_recovery restore tape server tarfilename tapeid

___________________
構文の説明 説明パラメータ

復元するサーバのホスト名を指定します。server

復元するファイルの名前を指定します。tarfilename

復元ジョブを実行するテープデバイスの名前を指定します。tapeid

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、VM展開に対してディセーブルになっています。
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery schedule add
このコマンドは、設定されているスケジュールを追加します。

utils disaster_recovery schedule add schedulename devicename featurelist datetime frequency

___________________
構文の説明 説明パラメータ

スケジューラの名前を表します（必須）。schedulename

スケジューリングが行われているデバイスの名前を表します（必須）。devicename

バックアップするカンマ区切り機能リストを表します（必須）。featurelist

スケジューラを設定する日付を表します（必須）。yyyy/mm/dd-hh:mm
という形式で 24時間制で指定します。

datetime

バックアップを作成するようにスケジュールを設定する頻度を表しま

す。例：1回、日次、週次、月次。
frequency

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery schedule
このコマンドは、指定されたスケジュールをイネーブルまたはディセーブルにします。

utils disaster_recovery schedule {enable| disable} [ schedulename ]

   Cisco Unified Communications Solutions コマンドラインインターフェイスガイドリリース 9.0(1)
28 OL-24916-01-J  

utils コマンド
utils disaster_recovery schedule add



___________________
構文の説明 説明パラメータ

指定されたスケジュールをイネーブルにします。enable

指定されたスケジュールをディセーブルにします。disable

スケジューラの名前を表します。schedulename

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery schedule enable schedule1
Schedule enabled successfully.

utils disaster_recovery schedule list
設定されているスケジュールを表示します。

utils disaster_recovery schedule list

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: utils disaster_recovery schedule list
schedule name device name Schedule Status
-----------------------------------------
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schedule1 device 1 enabled
schedule2 device 2 disabled

utils disaster_recovery show_backupfiles
このコマンドは、バックアップファイルに関する情報を表示します。

utils disaster_recovery show_backupfiles {| } [ ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery show_registration
このコマンドは、指定されたサーバに登録されているフィーチャおよびコンポーネントを表示し

ます。

utils disaster_recovery show_registration hostname

___________________
構文の説明 説明パラメータ

登録情報を表示するサーバを指定します。ホスト名

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery show_tapeid
このコマンドは、テープデバイス IDのリストを表示します。

utils disaster_recovery show_tapeid

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils disaster_recovery status
このコマンドは、現在のバックアップまたは復元ジョブのステータスを表示します。

utils disaster_recovery status operation

___________________
構文の説明 説明パラメータ

進行中の操作の名前（backupまたは restore）を指定します。operation

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils fior*

utils fior
このコマンドを使用すると、サーバの I/Oをモニタリングできます。ファイル I/Oレポーティン
グサービスは、プロセスごとにファイル I/Oを収集するカーネルベースのデーモンを提供しま
す。

utils fior {enable| disable| start| stop| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

マシンの起動時にファイル I/O
レポーティングサービスが自動

的に起動するようにします。こ

のコマンドでは、リブートする

までサービスは開始しません。

ただちにサービスを開始すると

きは、startオプションを使用し
ます。

enable

マシンの起動時にファイル I/O
レポーティングサービスが自動

的に起動しないようにします。

このコマンドでは、リブートす

るまでサービスは停止しませ

ん。ただちにサービスを停止す

るときは、stopオプションを使
用します。

disable

停止してあったファイル I/Oレ
ポーティングサービスを開始し

ます。サービスは、手動で停止

されるかマシンがリブートされ

るまで起動状態が保たれます。

start
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説明パラメータ

ファイル I/Oレポーティング
サービスを停止します。サービ

スは、手動で開始されるかマシ

ンがリブートされるまで停止状

態が保たれます。

stop

ファイル I/Oレポーティング
サービスのステータスを表示し

ます。

status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils fior list
このコマンドは、ファイル I/Oイベントを古いものから新しいものの順番にリスト表示します。

utils fior list start=[ date-time ] stop=date-time

___________________
構文の説明 説明パラメータ

次のいずれかの形式で、開始日時を指定します。H:M、H:M:S a、
H:M、a、H:M:S Y-m-d、H:M、Y-m-d、H:M:s

startdate-time\

次のいずれかの形式で、停止日時を指定します。H:M、H:M:S a、
H:M、a、H:M:S Y-m-d、H:M、Y-m-d、H:M:s

stopdate-time\

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils fior top
このコマンドは、ファイル I/Oを作成する上位プロセスのリストを表示します。このリストは、
読み取りバイト総数、書き込みバイト総数、読み取りバイト比率、または書き込みバイト比率で

ソートできます。

utils fior top {read| write| read-rate| write-rate}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

読み取りバイト総数で上位プロセスのリストをソートします。read

書き込みバイト総数で上位プロセスのリストをソートします。write

読み取りバイト比率で上位プロセスのリストをソートします。read-rate

書き込みバイト比率で上位プロセスのリストをソートします。write-rate

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection
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utils fips

Unified CM 8.6(1)は、FIPS 140-2レベル 1に準拠する現時点で唯一のバージョンです。 FIPS
モードは、FIPS準拠のリリースだけでサポートされます。 Unified CMを FIPS非準拠のバー
ジョンにアップグレードする場合は、アップグレードの前に必ず FIPSモードをディセーブル
にしてください。

警告

このコマンドは、FIPS 140-2モードをイネーブルまたはディセーブルにします。また、FIPS 140-2
モードのステータスを表示します。 FIPS 140-2モードはデフォルトでディセーブルです。FIPSを
イネーブルにできるのは管理者のみです。

utils fips {enable| disable| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

FIPS 140-2モードをアクティブにします。enable

FIPS 140-2モードを非アクティブにします。disable

FIPS 140-2モードのステータスを表示します。status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

使用上のガイドライン

FIPSモードをイネーブルにする前に、システムバックアップを実行することを推奨します。FIPS
のチェックが起動時に失敗した場合は、システムが停止し、復元するにはリカバリ CDが必要に
なります。

FIPS 140-2モードをイネーブルにする前に、次の点を考慮してください。

• FIPSモードをサーバでイネーブルにした後は、サーバがリブートし、電話機が正常に再登録
されるまで待機してから、次のサーバで FIPSをイネーブルにしてください。

• FIPSモードでは、IM and Presenceサービスは Racoon（FIPS未検証）の代わりに Red Hat
Openswan（FIPS検証済み）を使用します。 Raccoonのセキュリティポリシーに、FIPSで承
認されていない機能が含まれている場合、CLIコマンドは、FIPSで承認された機能を使用し
てセキュリティポリシーを定義し直すよう表示して終了します。
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証明書および SSHキーは、FIPS要件に応じて、自動的に再生成されます。（注）

FIPS 140-2にモードをイネーブルにした後、次の点を考慮します。シングルサーバクラスタを使
用していて、FIPSモードをイネーブルにする前に「Prepare Cluster for Rolback to pre 8.0」エンター
プライズパラメータの適用を選択した場合は、すべての電話機がサーバに正常に登録されたこと

を確認してから、このパラメータをディセーブルにしてください。

FIPS140-2モードをディセーブルにする前に、次の点を考慮します。複数サーバのクラスタでは、
各サーバは個別にディセーブルにする必要があります。FIPSモードはクラスタ全体でディセーブ
ルにできないため、サーバ単位でディセーブルにしてください。

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils firewall*

utils firewall ipv4 debug
このコマンドは、IPv4ファイアウォールのデバッグをオンまたはオフにします。 timeパラメータ
を入力しない場合、デバッグは 5分間オンになります。

utils firewall ipv4 debug {off| [ time ]}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

IPv4ファイアウォールのデバッグをオフにします。 timeパラメータを入力し
ない場合、ファイアウォールは 5分間ディセーブルになります。

off

（任意）ファイアウォールのデバッグをイネーブルにする期間を次の形式で

設定します。

•分：0～1440m

•時間：0～23h

•時間および分：0～23h 0～60m

time

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv4
このコマンドは、IPv4ファイアウォールをイネーブル/ディセーブルにします。

utils firewall ipv4 {enable| disable| [time]}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

IPv4ファイアウォールをオンにします。enable

IPv4ファイアウォールをオフにします。 timeパラメータを入力しない場
合、ファイアウォールは 5分間ディセーブルになります。

disable

（任意）ファイアウォールをディセーブルにする期間を次の形式で設定し

ます。

•分：0～1440m

•時間：0～23h

•時間および分：0～23h 0～60m

time

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv4 list
このコマンドは、IPv4ファイアウォールの現在の設定を表示します。

utils firewall ipv4 list

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv4 status
このコマンドは、IPv4ファイアウォールの現在のステータスを表示します。

utils firewall ipv4 status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv6 debug
このコマンドは、IPv6ファイアウォールのデバッグをオンまたはオフにします。 timeパラメータ
を入力しない場合、デバッグは 5分間オンになります。

Cisco Business Edition 5000では、IPv6はサポートされていません。（注）

utils ipv6 firewall debug {off| [ time ]}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

IPv6ファイアウォールのデバッグをオフにします。 timeパラメータを入力し
ない場合、ファイアウォールは 5分間ディセーブルになります。

off
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説明パラメータ

（任意）ファイアウォールのデバッグをイネーブルにする期間を次の形式で

設定します。

•分：0～1440m

•時間：0～23h

•時間および分：0～23h 0～60m

time

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv6
このコマンドは、IPv6ファイアウォールをイネーブル/ディセーブルにします。

Cisco Business Edition 5000では、IPv6はサポートされていません。（注）

utils firewall ipv6 {enable| disable| [time]}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

IPv6ファイアウォールをオンにします。enable

IPv6ファイアウォールをオフにします。 timeパラメータを入力しない場
合、ファイアウォールは 5分間ディセーブルになります。

disable
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説明パラメータ

（任意）ファイアウォールをディセーブルにする期間を次の形式で設定し

ます。

•分：0～1440m

•時間：0～23h

•時間および分：0～23h 0～60m

time

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection。

utils firewall ipv6 list
このコマンドは、IPv6ファイアウォールの現在の設定を表示します。

Cisco Business Edition 5000では、IPv6はサポートされていません。（注）

utils firewall ipv6 list

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection。
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utils firewall ipv6 status
このコマンドは、IPv6ファイアウォールの現在のステータスを表示します。

Cisco Business Edition 5000では、IPv6はサポートされていません。（注）

utils firewall ipv6 status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection。

utils ha*

utils ha failover
このコマンドは、特定のノードの手動フェールオーバーを開始します。このとき、Cisco Server
Recovery Managerにより、障害が発生したノードのクリティカルサービスが停止され、すべての
ユーザがバックアップノードに移行されます。

utils ha failover {node name}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

手動フェールオーバーを実行するノードを指定します。node name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス

Cisco Unified Communications Solutions コマンドラインインターフェイスガイドリリース 9.0(1)    
   OL-24916-01-J 41

utils コマンド
utils firewall ipv6 status



フェールオーバーの例

admin: ha failover shorty-cups
Initiate Manual Failover for Node > shorty-cups
Request SUCCESSFUL.
Subcluster Name: DefaultSubCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Taking Over Reason: On Admin Request
Node 2 Name : shorty-cups State: Failover Reason: On Admin Request

utils ha fallback
このコマンドは、特定のノードの手動フォールバックを開始します。このとき、Cisco Server
Recovery Managerによりアクティブなノードでクリティカルサービスが再起動され、ユーザはア
クティブなノードに戻されます。

utils ha fallback node name

___________________
構文の説明 説明パラメータ

手動フォールバックを実行するノードを指定します。node name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス

フォールバックの例

admin: ha fallback shorty-cups
Initiate Manual fallback for Node >shorty-cups<
Request SUCCESSFUL.
Subcluster Name: DefaultSubCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Falling Back Reason: On Admin Request
Node 2 Name : shorty-cups State: Taking Back Reason: On Admin Request

utils ha recover
このコマンドは、（ノードが障害状態の場合に）サブクラスタの手動リカバリを開始します。こ

のとき、IM and Presenceにより、そのサブクラスタで Cisco Server Recovery Managerサービスが再
起動されます。

utils ha recover subcluster name
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

HAステータスをモニタするサブクラスタを指定します。サブクラ
スタ名を指定しないと、すべてのクラスタ情報が提供されます。

subcluster name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス

回復の例

admin: ha recover DefaultSubcluster
Stopping services... Stopped
Starting services... Started
admin:

utils ha status
このコマンドは、指定されたサブクラスタの HAステータスを表示します。

utils ha status subcluster name

___________________
構文の説明 説明パラメータ

HAステータスをモニタするサブクラスタを指定します。サブクラ
スタ名を指定しないと、すべてのクラスタ情報が表示されます。

subcluster name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス

HA がイネーブルでない場合のステータスの例
admin: ha status
Subcluster Name: DefaultSubCluster
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Node 1 Name : kal-cup1 State: Unknown Reason: High Availability Not Enabled
Node 2 Name : shorty-cups State: Unknown Reason: High Availability Not Enabled

HA がイネーブルの場合のステータスの例
admin: ha status
Subcluster Name: DefaultSubCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Normal
Node 2 Name : shorty-cups State: Normal

クリティカルサービスがダウンした場合のステータスの例

admin: ha status
Subcluster Name: DefaultSubCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Failed Over with Critical Services not Running Reason:
Critical Service Down
Node 2 Name : shorty-cups State: Running in Backup Mode Reason: Critical Service Down

障害が発生した場合のステータスの例

admin: ha status
Subcluster Name: DefaultSubCluster
Node 1 Name : kal-cup1 State: Failed Reason: Critical Service Down
Node 2 Name : shorty-cups State: Failed Reason: Critical Service Down

utils ils*

utils ils findroutestring
このコマンドは、このディレクトリURIに関連付けられたすべてのルート文字列を返します（ロー
カルクラスタのルート文字列を含む）。

utils ils findroutestring Directory URI

___________________
構文の説明 説明パラメータ

発信コールでダイヤルできるディレクトリ URIのアドレスを
指定します。

Directory URI

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、重複したディレクトリ URIに関する問題のトラブルシューティングに使用でき
ます。
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要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM

utils ils findxnode
このコマンドは、ローカルクラスタの現在の xnodeを返します。

utils ils findxnode

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、リモートクラスタとの ILS通信のトラブルシューティングに使用できます。
xnodeは、リモートクラスタと ILS更新の通信を行うクラスタ内のサーバです。 xnodeがわかっ
ている場合は、xnodeで診断トレースを実行できます。

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM

utils ils lookup
このコマンドは、このディレクトリ URIがこのクラスタからダイヤルされるときのコールルー
ティングに使用するルート文字列を返します。

utils ilslookup Directory URI

___________________
構文の説明 説明パラメータ

発信コールでダイヤルできるディレクトリ URIを指定しま
す

Directory URI

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM

utils ils showpeerinfo
このコマンドは、ILSネットワーク内のシングルクラスタ、または ILSネットワーク内のすべて
のクラスタのピア情報ベクトルを返します。

utils ils showpeerinfo clustername

___________________
構文の説明 説明パラメータ

ILSネットワーク内の Unified CMクラスタのパブリッシャノード
の完全修飾ドメイン名を指定します。

clustername

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

ピア情報ベクトルには、ILSネットワーク内のクラスタに関する情報が含まれます。取得できる
情報には、クラスタノードのクラスタ名、クラスタ ID、IPアドレスが含まれます。 ILSネット
ワークの特定のクラスタに関する情報が必要な場合は、clusternameパラメータを入力します。
ネットワーク内のすべてのクラスタ情報が必要な場合は、clusternameパラメータをブランクにし
ます。

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM

utils import config
このコマンドは、仮想フロッピードライブ上のplatformConfig.xmlファイルからデータを取得し、
設定ファイルに一致するようにシステムを変更します。コマンドの完了後、システムがリブート

します。
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utils import config

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、すべての VMware展開で実行できます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

VMware 展開での utils import config の実行

手順

utils iostat
このコマンドは、指定された回数と間隔で iostat出力を表示します。

utils iostat {interval| iterations| filename}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

iostat読み取り間隔を秒数で設定します。 iterationパラメータを使用す
る場合は、この値を設定する必要があります。

interval

iostatの繰り返し回数を設定します。 intervalパラメータを使用する場
合は、この値を設定する必要があります。

iterations

出力をファイルにリダイレクトします。filename

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils iothrottle
このコマンドを使用すると、サーバ上の I/Oスロットリングを管理およびモニタリングできます。

utils iothrottle {enable| disable| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

I/Oスロットリング拡張をイネーブルにし、アクティブなシステムに
アップグレードが与える影響を低減します。

Enable

I/Oスロットリング拡張をディセーブルにします。Disable

I/Oスロットリング拡張のステータスを表示します。Status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

I/Oスロットリング拡張をディセーブルにすると、アップグレード時にシステムが影響を受ける可
能性があります。

utils ldap config
このコマンドは、システムの LDAP認証を設定します。

utils ldap config {fqdn| ipaddr}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

システムの LDAP認証に FQDNを使用するように設定します。fqdn
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説明パラメータ

システムの LDAP認証に IPアドレスを使用するように設定しますipaddr

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

• utils ldap config fqdn：LDAP認証にはこのコマンドを使用することをお勧めしますが、この
コマンドを使用できるのはシステムにDNSが設定されている場合だけです。システムがDNS
を使用するように設定されていない場合は、utils ldap config ipaddrを使用してください。

• utils ldap config ipaddr：このコマンドの使用はお勧めしません。システムでDNSを使用して
いないか、または DNSを使用するように設定できない場合にだけ、このコマンドを使用し
てください。システムがDNSを使用するようにを設定されている場合はutils ldap config fqdn
を使用してください。

要件

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection

utils network*

utils network arp delete
このコマンドは、アドレス解決プロトコルテーブルのエントリを削除します。

utils network arp delete host

___________________
構文の説明 説明パラメータ

（任意）テーブルから削除するホストのホスト名または IPアドレス
を表します。

host

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

削除の例

admin:utils network arp delete myhost

utils network arp set
このコマンドは、アドレス解決プロトコルテーブルにエントリを設定します。

utils network arp set {host} {addr}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

テーブルに追加するホストのホスト名または IPアドレスを表します。host

追加するホストのハードウェアアドレス（MAC）を表します。形式は
XX:XX:XX:XX:XX:XXです。

addr

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

設定の例

admin:utils network arp set myhost 11:22:33:44:55:66

utils network arp list
このコマンドは、アドレス解決プロトコルテーブルの内容を一覧表示します。

utils network arp list host hostname [ options ]
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

host

hostname

（任意）Page、Numeric

• Page：出力を一度に 1ページずつ表示するのを一時停止しま
す。

• Numeric：ホストをドット区切りの IPアドレスで表示します。

options

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

Flags列の Cはキャッシュ、Mは相手先固定、Pはパブリッシュの意味です。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

リストの例

admin:admin: utils network arp listAddress HWtype HWaddress
Flags Mask Iface
sjc21-3f-hsrp.cisco.com ether 00:00:0C:07:AC:71 C
eth0
philly.cisco.com ether 00:D0:B7:85:98:8E C
eth0
Entries: 2 Skipped: 0 Found: 2

utils network capture
このコマンドは、指定されたイーサネットインターフェイス上の IPパケットを取得します。

utils network capture eth0 [ page ] [ numeric ] [file| fname] [count| num] [size| bytes] [src| addr] [dest|
addr] [port| num]
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

イーサネットインターフェイス 0を指定します。eth0

（任意）出力を一度に 1ページずつ表示します。

pageオプションまたは fileオプションを使用した場合、コマンドが完了する
前に、要求されたすべてのパケットの完全なキャプチャが完了する必要があ

ります。

page

（任意）ホストをドット付き IPアドレスとして表示します。numeric

（任意）情報をファイルに出力します。

fileオプションは、情報をplatform/cli/fname.capに保存します。ファ
イル名には「“.”」文字は使用できません。

file fname

（任意）キャプチャするパケット数を設定します。

画面出力の場合、上限は 1000です。ファイル出力の場合、上限は 10,000で
す。

countnum

（任意）キャプチャするパケットのバイト数を設定します。

画面出力の場合の最大バイト数は128であり、ファイル出力の場合の最大バ
イト数は任意の数または ALLです。

sizebytes

（任意）パケットの送信元アドレスをホスト名または IPV4アドレスで指定
します。

src addr

（任意）パケットの宛先アドレスをホスト名または IPV4アドレスで指定し
ます。

destaddr

（任意）パケットの送信元または宛先のポート番号を指定します。portnum

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。
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utils network connectivity
このコマンドは、クラスタの最初のノードに対するノードネットワーク接続を確認します。この

接続が後続のノードに対してのみ有効であることに注意してください。

utils network connectivity [reset] [ hostname/ip address ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

このコマンドは、クラスタの最

初のノードに対するノードネッ

トワーク接続を確認します。

connectivity

（任意）前の戻りコードをクリ

アします。

reset

（任意）クラスタノードのホス

ト名または IPアドレスです。
hostname/ip address

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils network host
このコマンドは、ホスト名をアドレスに、またはアドレスをホスト名に名前解決します。

utils network host name [server| serv] [page] [detail] [srv]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

解決するホスト名または IPアドレスを表します。name

（任意）代替のドメインネームサーバを指定します。serv
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説明パラメータ

（任意）出力を一度に 1画面ずつ表示します。[page]

（任意）詳細なリストを表示します。[detail]

（任意）DNS SRVレコードを表示します。[srv]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils network ipv6 host
このコマンドは、指定されたホスト名または IPv6アドレスに基づいて、IPv6ホストルックアッ
プ（または IPv6アドレスルックアップ）を実行します。

Cisco Business Edition 5000では、IPv6はサポートされていません。（注）

utils network ipv6 host {host_name| ipv6_address}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

サーバの名前を指定します。host_name

サーバの IPv6アドレスを指定します。ipv6_address

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0
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アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection。

utils network ipv6 traceroute
このコマンドを使用すると、IPv6アドレスまたはホスト名をトレースできます。

Cisco Business Edition 5000では、IPv6はサポートされていません。（注）

utils network ipv6 traceroute [ipv6-address| hostname]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

トレースする IPv6アドレスを指定します。ipv6-address

トレースするホスト名を指定します。ホスト名

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection。

utils network ipv6 ping
このコマンドを使用すると、IPv6アドレスまたはホスト名に対して pingを実行できます。

Cisco Business Edition 5000では、IPv6はサポートされていません。（注）

utils network ipv6 ping destination [ count ]
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

pingの実行対象として有効な IPv6アドレスまたはホスト名を指定
します。

destination

外部のサーバに対する pingの回数を指定します。デフォルトの回
数は 4です。

[ count ]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection。

utils network ping
別のサーバに pingを実行します。

utils network ping destination [ count ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

pingを行うサーバの IPアドレスまたはホスト名を表します。destination

外部のサーバに対する pingの回数を指定します。デフォルトの回
数は 4です。

[ count ]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能
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適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils network traceroute
リモートの宛先に送信される IPパケットを追跡します。

utils network traceroute [ destination ]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

トレースの送信先のサーバのホスト名または IPアドレスを表
します。

destination

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils nscd
このコマンドを使用すると、Network Service Cache Daemon（NSCD）を管理できます。

utils nscd {restart| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

NSCDを再起動します。restart

NSCDのステータスを表示します。status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス

utils ntp*

utils ntp server add
このコマンドは、指定した NTPサーバを最大 5台まで追加します。

utils ntp server add s1 [s1| s2| s3| s4| s5] [norestart]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

NTPサーバを指定します。s1...

サーバを追加した後に NTPサービスが再起動しないようにしま
す。

norestart

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

norestartを使用した場合、変更を有効にするにはNTPサービスを明示的に再起動する必要があり
ます。

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM

例：誤ったコマンドラインパラメータを使用したサーバを追加しようとした場合

admin: admin:utils ntp server add s1 s2 s3 s4 s5 s6 s7 s8
Incorrect number of parameters entered for add
usage: utils ntp server add s1 [s2 s3 s4 s5] [norestart]

例：サーバを指定せずに norestart を使用してサーバを追加しようとした場合
admin: utils ntp server add s1 s2 s3 s4 s5 s6 s7 s8
Incorrect number of parameters entered for add
usage: utils ntp server add s1 [s2 s3 s4 s5] [norestart]
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例：norestart を使用しないサーバの追加
admin: utils ntp server add clock1.cisco.com clock2.cisco.com
clock1.cisco.com : added successfully.
clock2.cisco.com : added successfully.
Restarting NTP on the server.

例：norestart を使用しない、すでに追加されているサーバの追加
admin: utils ntp server add clock1.cisco.com clock2.cisco.com
clock1.cisco.com : [The host has already been added as an NTP server.]
clock2.cisco.com : [The host has already been added as an NTP server.]

例：norestart を使用しない、自身へのサーバの追加
admin: utils ntp server add bglr-ccm26
bglr-ccm26 : [This server cannot be added as an NTP server.]

例：norestart を使用しない、アクセス不能なサーバの追加
admin: utils ntp server add clock3.cisco.com
clock3.cisco.com : [ Inaccessible NTP server. Not added. ]

例：norestart を使用したサーバの追加
admin: utils ntp server add ntp01-syd.cisco.com ntp02-syd.cisco.com clock.cisco.com norestart
ntp01-syd.cisco.com : added successfully.
ntp02-syd.cisco.com : added successfully.
clock.cisco.com : added successfully.
The NTP service will need to be restarted for the changes to take effect.

例：すでにサーバが 5 台設定済みの場合のサーバの追加
admin:utils ntp server add clock3.cisco.com
The maximum permissible limit of 5 NTP servers is already configured.

utils ntp server delete
このコマンドは、設定されている NTPサーバを削除します。

utils ntp server delete

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、設定されているNTPサーバのいずれか、またはすべてを削除することができま
す。削除するサーバを選択すると、NTPサービスを再開するかどうか指定するように求めるプロ
ンプトが表示されます。 noを選択した場合、サーバが削除された後に NTPサービスは再起動し
ません。
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要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM

例：誤ったコマンドラインパラメータを使用したサーバの削除

admin: utils ntp server delete clock1.cisco.com clock2.cisco.com
Incorrect number of optional parameters entered for delete
usage: utils ntp server delete

例：NTP を再起動し 1 台のサーバを削除
admin: utils ntp server delete
1: clock1.cisco.com
2: clock2.cisco.com
3: ntp01-syd.cisco.com
4: ntp02-syd.cisco.com
5: clock.cisco.com
a: all
q: quit

Choice: 1

Restart NTP (y/n): y

clock1.cisco.com will be deleted from the list of configured NTP servers.
Continue (y/n)?y

clock1.cisco.com : deleted successfully.
Restarting NTP on the server.

例：NTP を再起動せず、すべてのサーバを削除
admin: utils ntp server delete
1: clock1.cisco.com
2: clock2.cisco.com
3: ntp01-syd.cisco.com
4: ntp02-syd.cisco.com
5: clock.cisco.com
a: all
q: quit

Choice: a

Restart NTP (y/n): n

This will result in all the configured NTP servers being deleted.
Continue (y/n)?y

clock1.cisco.com : deleted successfully.
clock2.cisco.com : deleted successfully.
ntp01-syd.cisco.com : deleted successfully.
ntp02-syd.cisco.com : deleted successfully.
clock.cisco.com : deleted successfully.
The NTP service will need to be restarted for the changes to take effect.

例：サーバが設定されていない場合のすべてのサーバの削除

admin: utils ntp server delete
There are no NTP servers configured to delete.
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utils ntp config
このコマンドは、NTPクライアントおよびサーバの現在の設定を表示します。

発生する可能性のある互換性の問題、精度の問題、およびネットワークジッターの問題を回

避するには、プライマリノードに指定する外部 NTPサーバが NTP v4（バージョン 4）である
必要があります。 IPv6アドレッシングを使用する場合、外部 NTPサーバは NTP v4でなけれ
ばなりません。

（注）

utils ntp config

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサーバ、Cisco Unity Connection

utils ntp restart
NTPサービスを再起動します。

utils ntp restart

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils ntp server list
このコマンドは、すべての NTPサーバをリスト表示します。
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utils ntp server list

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサーバ

utils ntp start
このコマンドは、NTPサービスが実行中でない場合に、NTPサービスを開始します。

コマンドラインインターフェイスからはNTPサービスを停止できません。このコマンドは、
utils ntp statusコマンドで stoppedが返される場合に使用します。

（注）

utils ntp start

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサーバ、Cisco Unity Connection

utils ntp status
このコマンドは、NTPの現在のステータスを表示します。

utils ntp status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

   Cisco Unified Communications Solutions コマンドラインインターフェイスガイドリリース 9.0(1)
62 OL-24916-01-J  

utils コマンド
utils ntp start



要件

コマンド特権レベル：

アップグレード時の使用：

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス。

utils os*

utils os kerneldump
このコマンドは、カーネルクラッシュダンピングメカニズムを提供するカーネルダンプを設定

します。カーネルは、カーネルクラッシュが発生すると、ローカルディスクにダンプをキャプ

チャします。

MCS-7835-H2モデルおよびMCS-7845-H2モデルは、このコマンドをサポートしていません。

netdumpコマンドはリリース8.6(1)から削除され、kerneldumpコマンドに置き換えられました。（注）

utils os kerneldump {enable| disable}

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

カーネルクラッシュが発生すると、キャプチャカーネルはサーバのローカルディスクにコアを

ダンプします。プライマリカーネルは、物理メモリに128MBを予約します。これは、キャプチャ
カーネルがブートに使用します。カーネルクラッシュが発生するごとに、カーネルダンプはkexec
コマンドを使用してキャプチャカーネルを起動します。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection

例

admin: utils os kerneldump enable
***************WARNING*******************
Enabling kerneldump requires system reboot
Would you like to boot the machine (y/n):y
kerneldump enable operation succeeded
System going for a reboot
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utils os kerneldump ssh
このコマンドは、外部 SSHサーバをイネーブルまたはディセーブルにします。また、外部 SSH
サーバのステータスを表示します。

utils os kerneldump ssh {enable| disable| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

外部 SSHサーバを、カーネルダンプ用のカーネルダンプサーバに設定
します。

enable

カーネルダンプを収集するように設定された外部SSHサーバのサポート
を削除します。

disable

カーネルダンプを収集するために外部SSHサーバが設定されているかど
うかを示します。

status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

外部 SSHサーバでカーネルダンプサービスがイネーブルになっていて、カーネルクラッシュが
発生した場合は、キャプチャカーネルが、ダンプを収集するように設定された外部サーバにコア

をダンプします。カーネルダンプをイネーブルまたはディセーブルにした場合は、変更を有効に

するためにシステムをリブートする必要があります。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection

例

admin: utils os kerneldump ssh disable 10.77.31.60
Disabling kerneldump requires system reboot
Would you like to continue (y/n): y
kerneldump disable operation succeeded
System going for a reboot

   Cisco Unified Communications Solutions コマンドラインインターフェイスガイドリリース 9.0(1)
64 OL-24916-01-J  

utils コマンド
utils os kerneldump ssh



utils os secure
このコマンドは、SELinuxが提供するセキュリティレベルを指定するために使用します。

utils os secure {enforce| permissive| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

enforce

permissive

status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

SELinuxがレート制限を処理しないことに注意してください。レート制限は ipprefsおよび IPテー
ブルによって処理されます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス

utils remote_account*

utils remote_account create
このコマンドは、リモートアカウントを作成します。

utils remote_account create

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

リモートアカウントは、パスフレーズを生成します。シスコのサポート担当者はこれを使用する

ことにより、アカウントの指定有効期間の間、システムにアクセスできます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils remote_account disable
このコマンドは、リモートアカウントをディセーブルにすることができます。

utils remote_account disable

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils remote_account enable
このコマンドは、リモートアカウントをイネーブルにすることができます。

utils remote_account enable

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

同時に有効にできるリモートアカウントは 1つだけです。
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils remote_account status
このコマンドは、リモートアカウントのステータスを確認することができます。

utils remote_account status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils reset_application_ui_administrator_name
このコマンドは、アプリケーションユーザインターフェイスの管理者名をリセットします。

utils reset_application_ui_administrator_name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils reset_application_ui_administrator_password
このコマンドは、アプリケーションユーザインターフェイスの管理者パスワードをリセットしま

す。
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utils reset_application_ui_administrator_password

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils reset_ui_administrator_name
このコマンドは、インストールされている製品の管理者インターフェイスにサインインするため

の管理者ユーザ名をリセットします。

Cisco Unity Connectionの管理者ユーザ名を変更するには、Cisco Unity Connection Administration
を使用します。

（注）

utils reset_ui_administrator_name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

IM and Presenceの場合は、ユーザ名がリセットされた場合、各クラスタ間ピアのCiscoAjaxXMPP
Libraries（AXL）（ある場合）のユーザ名を、設定と一致するように手動で更新する必要がありま
す。[Unified CM IM and Presence Administration] > [Presence] > [Inter-clustering]を選択します。

要件

適用対象：Unified CMおよび Unified CMの IM and Presenceサービス

utils reset_ui_administrator_password
このコマンドは、インストールされている製品の管理者インターフェイスにサインインするため

の管理者パスワードをリセットします。
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Cisco Unity Connectionユーザのパスワードを変更するには、utils cuc reset passwordコマンド
を使用します。

（注）

utils reset_ui_administrator_password

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CMおよび Unified CMの IM and Presenceサービス

utils service*

utils service
このコマンドは、サービスをアクティブ化、非アクティブ化、開始、停止、または再起動します。

utils service {activate| deactivate| start| stop| restart} service_name
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

対象にするサービスの名前を表します。

• System NTP

• System SSH

• Service Manager

• Cisco DB

• Cisco Tomcat

• Cisco Database Layer Monitor

• Cisco Unified Serviceability

次のリストのサービスは、IM and Presenceにのみ適用されま
す。

（注）

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Router

• Cisco XCP Text Conference Manager

• Cisco XCP Web Connection Manager

• Cisco XCP Connection Manager

• Cisco XCP SIP Federation Connection Manager

• Cisco XCP XMPP Federation Connection Manager

• Cisco XCP Config Manager

• Cisco XCP Message Archiver

• Cisco XCP Directory Service

• Cisco XCP Authentication Service

service_name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1
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アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils service list
このコマンドは、すべてのサービスのリストを取得します。

utils service list [page]

___________________
構文の説明 説明パラメータ

出力を一度に 1ページずつ表示します。[page]

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CMの IM and Presenceサービス

utils service auto-restart
このコマンドは、指定したサービスを開始または停止します。

utils service auto-restart {enable| disable| show} service-name

___________________
構文の説明 説明パラメータ

自動再起動を開始します。enable

自動再起動を停止します。disable

サービスのステータスを表示し

ます。

show
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説明パラメータ

開始、停止、または表示する

サービスの名前を表します。

• System NTP

• System SSH

• Service Manager

• Cisco DB

• Cisco Tomcat

• Cisco Database Layer
Monitor

• Cisco Unified Serviceability

次のリストのサービ

スは、IMandPresence
にのみ適用されま

す。

（注）

• Cisco SIP Proxy

• Cisco Presence Engine

• Cisco Sync Agent

• Cisco XCP Router

• Cisco XCP Text Conference
Manager

• Cisco XCP Web Connection
Manager

• Cisco XCP Connection
Manager

• Cisco XCP SIP Federation
Connection Manager

• CiscoXCPXMPPFederation
Connection Manager

• Cisco XCP Config Manager

• CiscoXCPMessageArchiver

• Cisco XCPDirectory Service

• Cisco XCP Authentication
Service

service-name

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp*

utils snmp config 1/2c community-string
このインタラクティブコマンドは、コミュニティストリングを追加、削除、リスト表示または更

新します。

utils snmp config 1/2c community-string {add | delete | list | update}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

新しいコミュニティストリングを追加します。add

コミュニティストリングを削除します。delete

すべてのコミュニティストリングをリスト表示します。list

コミュニティストリングを更新します。update

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

システムによりパラメータの入力が求められます。

設定の変更を有効にするために、SNMP Master Agentサービスが再起動されます。コマンドの実
行後は、再起動が完了するまで中止しないでください。サービスの再起動中にコマンドを中止し

た場合は、utils service listを使用して「SNMPMaster Agent」のサービスステータスを確認し
ます。サービスがダウンしている場合は、utils service start SNMP Master Agentを使用して

サービスを開始します。

要件

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection
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utils snmp config 1/2c inform
このインタラクティブコマンドは、インフォーム通知の宛先を追加、削除、リスト表示または更

新します。

utils snmp config 1/2c inform {add | delete | list | update}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

通知の宛先を追加します。add

通知の宛先を削除します。delete

通知の宛先をすべてリスト表示します。list

通知の宛先を更新します。update

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp config 1/2c trap
このインタラクティブコマンドは、トラップ通知に影響を与えます。

utils snmp config 1/2c trap {add| delete| list| update}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

設定されたv1/2cのコミュニティストリングに関連付けられた新しいv1/2c
トラップ通知の宛先を追加します。

add

既存の v1/2cトラップ通知の宛先の設定情報を削除します。delete

現在設定されている v1/2cトラップ通知をリスト表示します。list

既存の v1/2cトラップ通知の宛先の設定情報を更新します。update
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___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection

utils snmp config 3 inform
このインタラクティブコマンドは、v3インフォーム通知に影響を与えます。

utils snmp config 3 inform {add | delete | list | update}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

設定された v3ユーザ名に関連付けられた新しい v3インフォーム通知の
宛先を追加します。

add

既存の v3インフォーム通知の宛先の設定情報を削除します。delete

現在設定されている v3インフォーム通知をリスト表示します。list

既存の v3インフォーム通知の宛先の設定情報を更新します。update

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

システムによりパラメータの入力が求められます。

設定の変更を有効にするために、SNMP Master Agentサービスが再起動されます。コマンドの実
行後は、再起動が完了するまで中止しないでください。サービスの再起動中にコマンドを中止し

た場合は、utils service listを使用して「SNMPMaster Agent」のサービスステータスを確認し
ます。サービスがダウンしている場合は、utils service start SNMP Master Agentを使用して

サービスを開始します。
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp config mib2
このインタラクティブコマンドは、Mib2設定情報に影響を与えます。

utils snmp config mib2 {add | delete | list | update}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

Mib2設定情報を追加します。add

Mib2設定情報を削除します。delete

Mib2設定情報をリスト表示します。list

Mib2設定情報を更新します。update

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

システムによりパラメータの入力が求められます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp config 3 trap
このインタラクティブコマンドは、トラップ通知に影響を与えます。

utils snmp config 3 trap {add | delete | list | update}
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

設定された v3ユーザ名に関連付けられた新しい v3トラップ通知の宛先
を追加します。

add

既存の v 3トラップ通知の宛先の設定情報を削除します。delete

現在設定されている v3トラップ通知をリスト表示します。list

既存の v3トラップ通知の宛先の設定情報を更新します。update

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

システムによりパラメータの入力が求められます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp config 3 user
このインタラクティブコマンドは、v3ユーザ設定に影響を与えます。

utils snmp config 3 user {add | delete | list | update}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

v3認証とプライバシーパスワードを使用して新しい v3ユーザを追加
します。

add

既存の v3ユーザの設定情報を削除します。delete

現在設定されている v3ユーザをリスト表示します。list

既存の v3ユーザの設定情報を更新します。update
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___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

___________________
使用上のガイドライン

システムによりパラメータの入力が求められます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp get
このインタラクティブコマンドは、指定したMIB OIDの指定したバージョンを使用して SNMP
データを取得します。

utils snmp get version

___________________
構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。指定できる値は、1、2cまたは3です。version

SNMPコミュニティストリングを指定します。community

サーバの IPアドレスを指定します。ローカルホストを指定する場合は、
127.0.0.0を入力します。クラスタ内の別のノードの IPアドレスを入力
し、そのノード上でコマンドを実行できます。

ip-address

取得する SNMPオブジェクト ID（OID）を指定します。object

コマンド出力を保存するファイルを指定します。file

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

MIB内の特定のOID（リーフ）に対してこのコマンドを実行した場合、そのMIBの値が得られま
す。たとえば、システム稼働時間を取得する場合は、iso.3.6.1.2.1.25.1.1.0 = Timeticks:

(19836825) 2 days, 7:06:08.25となります。

リモートホストの IPアドレスを指定すると、コマンドはリモートホストで実行されます。

IPアドレスは必須です。ドメイン名は使用できません。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp hardware-agents
このコマンドは、サーバ上の SNMPエージェントに影響を与えます。

utils snmp hardware-agents {status | start | stop | restart}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

ハードウェアベンダーによって提供されている SNMPエージェントのステー
タスを表示します。

このコマンドでは、ステータスを示すエージェントだけが表示され

ます。すべてのハードウェアエージェントがステータスを示すわ

けではありません。

（注）

status

ハードウェアベンダーによって提供されているすべての SNMPエージェント
を停止します。

stop

ハードウェアベンダーによって提供されているすべての SNMPエージェント
を再起動します。

restart

ハードウェアベンダーによって提供されているすべての SNMPエージェント
を開始します。

start

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils snmp test
このコマンドは、ローカル syslog、リモート syslog、SNMPトラップにサンプルアラームを送信
します。

utils snmp test

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

admin: admin:utils snmp test
Service Manager is running
Test SNMP Trap starts with Local Host Name, Specify a Remote Sever Name to test Remote
Syslog
TestAlarmInformational sent [Returncode=0]
TestAlarmEmergency sent [Returncode=0]
TestAlarmAlert sent [returncode=0]
TestAlarmCritical sent [Returncode=0]
TestAlarmDebug sent [Returncode=0]
TestAlarmNotice sent [Returncode=0]
TestAlarmWarning sent [Returncode=0]
TestAlarmError sent [Returncode=0]
TestAlarmWindows sent [Returncode=0]
Message from syslogd@ipcbu-plat44 at Sat Jul 17 03:56:11 2010 ...
ipcbu-plat44 local7 0 : 1: ipcbu-plat44.blr.eng: Jul 16 2010 22:26:11.53 UTC :
%UC_-0-TestAlarmEmergency: %[AppID=Cisco CallManager][ClusterID=][NodeID=ipcbu-plat44]:
Testing EMERGENCY_ALARM

utils snmp walk
このインタラクティブコマンドは、指定したバージョンを使用してSNMPMIBをウォークし、指
定した OIDで開始します。

utils snmp walk version
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___________________
構文の説明 説明パラメータ

SNMPバージョンを指定します。指定できる値は、1、2cまたは3です。version

SNMPコミュニティストリングを指定します。community

サーバの IPアドレスを指定します。ローカルホストを指定する場合は、
127.0.0.0を入力します。クラスタ内の別のノードの IPアドレスを入力
し、そのノード上でコマンドを実行できます。

ip-address

ウォークする SNMPオブジェクト ID（OID）を指定しますobject

コマンド出力を保存するファイルを指定します。file

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

例

MIBのリーフに対して snmp walkを実行すると、基本的に「utils snmp get ...」コマンドで得ら

れるのと同じ内容が得られます。例では、ここでシステム稼働時間を取得しています。
iso.3.6.1.2.1.1.1.0 = STRING: "Hardware:7825H, 1 Intel(R) Pentium(R) 4 CPU 3.40GHz, 2048
MB Memory: Software:UCOS 2.0.1.0-62"
iso.3.6.1.2.1.1.2.0 = OID: iso.3.6.1.4.1.9.1.583
iso.3.6.1.2.1.1.3.0 = Timeticks: (15878339) 1 day, 20:06:23.39
iso.3.6.1.2.1.1.4.0 = ""
iso.3.6.1.2.1.1.5.0 = STRING: "bldr-ccm34.cisco.com"
iso.3.6.1.2.1.1.6.0 = ""
iso.3.6.1.2.1.1.7.0 = INTEGER: 72
iso.3.6.1.2.1.2.1.0 = INTEGER: 3
iso.3.6.1.2.1.2.2.1.1.1 = INTEGER: 1
iso.3.6.1.2.1.2.2.1.1.2 = INTEGER: 2
iso.3.6.1.2.1.2.2.1.1.3 = INTEGER: 3
iso.3.6.1.2.1.2.2.1.2.1 = STRING: "lo"
Press <enter> for 1 line, <space> for one page, or <q> to quit

utils soap realtimeservice test
このコマンドは、リモートサーバ上でいくつかのテストケースを実行します。
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utils soap realtimeservice test [ remote-ip ]remote-httpsremote https-password

___________________
構文の説明 説明パラメータ

テスト対象となるサーバの IPアドレスを指定します。remote-ip

SOAP APIにアクセス権のあるユーザ名を指定します。remote-https-user

SOAPAPIにアクセス権のあるアカウントのパスワードを指定
します。

remote-https-password

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、IM and Presenceの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils sso
このコマンドは、SSOベースの認証に影響します。

utils sso {enable| disable| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

SSOベースの認証をイネーブルにします。enable

SSOベースの認証をディセーブルにします。disable

このノードの SSOのステータスを表示します。status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

OpenAMサーバがアクセス不能のため Tomcatが稼働していない場合、および util SSO disable
を実行してSSOをディセーブルにした場合は、Tomcatの表示に時間がかかることがあります。
Tomcatが表示される時間はおよそ 10分です。

（注）

要件

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils system*

utils system restart
このコマンドは、同じパーティションでシステムを再起動することができます。

utils system restart

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils system shutdown
このコマンドは、システムをシャットダウンすることができます。

utils system shutdown

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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___________________
使用上のガイドライン

このコマンドは、5分でタイムアウトします。システムが 5分以内にシャットダウンしない場合
は、強制シャットダウンを実行するオプションが提示されます。

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils system switch-version
このコマンドは、非アクティブなパーティションでシステムを再起動することができます。

utils system switch-version

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：不可

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils system boot
このコマンドは、システムブート出力の送信先をリダイレクトします。

utils system boot {console| serial}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

システムブート出力がコンソールにリダイレクトされます。console

システムブート出力が COM1（シリアルポート 1）にリダイレクト
されます。

serial

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）
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要件

コマンド特権レベル：1

アップグレード時の使用：可能

適用対象：Unified CMおよび Cisco Unity Connection

utils system upgrade
このコマンドを使用すると、アップグレードおよびCiscoOptionPackage（COP）ファイルを、ロー
カルとリモートの両方のディレクトリからインストールできます。

utils system upgrade {initiate| cancel| status}

___________________
構文の説明 説明パラメータ

アクティブなアップグレードをキャンセルします。cancel

新しいアップグレードウィザードを開始するか、既存のアップグレード

ウィザードを制御します。ウィザードによりアップグレードファイルの

場所を入力するよう求められます。

initiate

アップグレードのステータスを表示します。status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection

utils vmtools*

utils vmtools status
このコマンドは、現在動作している VMware Toolsのバージョンを表示します。

utils vmtools status

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

Cisco Unified Communications Solutions コマンドラインインターフェイスガイドリリース 9.0(1)    
   OL-24916-01-J 85

utils コマンド
utils system upgrade



要件

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection。

utils vmtools upgrade
現在インストールされている VMware Toolsを、その VM用の ESXiホストによって指示されてい
る最新版に更新します。

utils vmtools upgrade

___________________
コマンドモード

管理者（admin：）

要件

適用対象：Unified CM、Unified CMの IM and Presenceサービス、Cisco Unity Connection
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